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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て 
債券ファンド（毎月決算型） 

 

 
 

第141期（決算日：2019年７月10日） 

第142期（決算日：2019年８月13日） 

第143期（決算日：2019年９月10日） 

第144期（決算日：2019年10月10日） 

第145期（決算日：2019年11月11日） 

第146期（決算日：2019年12月10日） 
 

 

 
受益者のみなさまへ 

 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債

券ファンド（毎月決算型）」は、去る12月10日に第146期

の決算を行いましたので、法令に基づいて第141期～

第146期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 2022年６月10日まで（2007年８月14日設定） 

運用方針 

主として証券投資信託である新興国現地通貨
建債券ファンド Ｆ（適格機関投資家専用）お
よびマネー・マーケット・マザーファンドの
投資信託証券への投資を通じて、新興国の債
券に実質的な投資を行います。実質的な組入
外貨建資産については、原則として為替ヘッ
ジを行いません。 

主要運用対象 

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 
新興国通貨建て 
債券ファンド 
（毎月決算型） 

新興国現地通貨建債券ファンド
Ｆ（適格機関投資家専用）および
マネー・マーケット・マザーファ
ンドの投資信託証券を主要投資
対象とします。 

新興国現地 
通貨建債券 
ファンド Ｆ 
（適格機関投
資家専用） 

新興国現地通貨建債券マザー
ファンド受益証券を通じて新興
国の現地通貨建債券を主要投資
対象とします。ただし、直接債券
等に投資する場合もあります。 

マネー・マー 
ケット・マザ 
ーファンド 

わが国の公社債等を主要投資対
象とします。 
外貨建資産への投資は行いません。 

主な組入制限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定し、原則として配当
等収益等を中心に安定した分配をめざしま
す。ただし、毎年６月・12月の計算期末には、
安定分配相当額のほか、分配対象額の範囲内
で委託会社が決定する額を付加して分配する
場合があります。なお、分配対象収益が少額
の場合には分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

250639 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭ 
グローバル ダイバー 
シファイド(円換算ベース) 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 
117期(2017年７月10日) 5,363 25 2.8 31,816.67 1.7 － － 96.1 1,877 
118期(2017年８月10日) 5,284 25 △1.0 31,671.47 △0.5 － － 96.5 1,815 
119期(2017年９月11日) 5,352 25 1.8 32,379.86 2.2 － － 97.3 1,804 
120期(2017年10月10日) 5,324 25 △0.1 32,465.18 0.3 － － 96.7 1,766 
121期(2017年11月10日) 5,258 25 △0.8 32,201.17 △0.8 － － 96.6 1,729 
122期(2017年12月11日) 5,296 25 1.2 32,758.36 1.7 － － 96.2 1,733 
123期(2018年１月10日) 5,403 25 2.5 33,606.02 2.6 － － 96.8 1,731 
124期(2018年２月13日) 5,248 25 △2.4 32,874.30 △2.2 － － 95.9 1,666 
125期(2018年３月12日) 5,155 25 △1.3 32,729.91 △0.4 － － 96.2 1,591 
126期(2018年４月10日) 5,086 25 △0.9 32,612.77 △0.4 － － 96.2 1,563 
127期(2018年５月10日) 4,945 25 △2.3 31,791.64 △2.5 － － 96.2 1,514 
128期(2018年６月11日) 4,809 25 △2.2 30,796.40 △3.1 － － 96.1 1,472 
129期(2018年７月10日) 4,793 25 0.2 31,121.23 1.1 － － 96.3 1,454 
130期(2018年８月10日) 4,693 25 △1.6 30,602.72 △1.7 － － 95.9 1,420 
131期(2018年９月10日) 4,409 25 △5.5 28,992.78 △5.3 － － 96.1 1,318 
132期(2018年10月10日) 4,581 25 4.5 30,134.79 3.9 － － 96.1 1,355 
133期(2018年11月12日) 4,615 25 1.3 30,698.85 1.9 － － 96.1 1,355 
134期(2018年12月10日) 4,568 25 △0.5 30,845.56 0.5 － － 95.9 1,342 
135期(2019年１月10日) 4,487 25 △1.2 30,605.87 △0.8 － － 96.0 1,311 
136期(2019年２月12日) 4,609 25 3.3 31,699.11 3.6 － － 96.3 1,339 
137期(2019年３月11日) 4,560 25 △0.5 31,556.40 △0.5 － － 96.0 1,327 
138期(2019年４月10日) 4,619 25 1.8 32,123.23 1.8 － － 96.0 1,338 
139期(2019年５月10日) 4,443 25 △3.3 30,951.30 △3.6 － － 95.9 1,283 
140期(2019年６月10日) 4,431 25 0.3 31,434.23 1.6 － － 96.1 1,281 
141期(2019年７月10日) 4,567 25 3.6 32,831.96 4.4 － － 96.2 1,318 
142期(2019年８月13日) 4,330 25 △4.6 31,441.75 △4.2 － － 96.3 1,243 
143期(2019年９月10日) 4,414 25 2.5 32,215.66 2.5 － － 96.3 1,258 
144期(2019年10月10日) 4,380 25 △0.2 32,343.13 0.4 － － 96.1 1,243 
145期(2019年11月11日) 4,478 25 2.8 33,355.04 3.1 － － 96.2 1,268 
146期(2019年12月10日) 4,424 25 △0.6 33,177.82 △0.5 － － 96.1 1,253  

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 
（注） ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭ グローバル ダイバーシファイドとは、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエルシーが算出し公

表している指数で、現地通貨建てのエマージング債市場の代表的なインデックスです。現地通貨建てのエマージング債のうち、投資規
制の有無や、発行規模等を考慮して選ばれた銘柄により構成されています。当指数の著作権はＪ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・
エルエルシーに帰属します。ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭ グローバル ダイバーシファイド（円換算ベース）とは、Ｊ．Ｐ．モルガン・
セキュリティーズ・エルエルシーが算出し公表しているＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭ グローバル ダイバーシファイド（ドルベース）
をもとに、委託会社が計算したものです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

      



品 名：01_90003_250639_146_02_三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）_801490.docx 

日 時：2020/1/29 12:37:00 

ページ：2 
 

― 2 ― 

三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭ 
グローバル  ダイバー 
シファイド(円換算ベース) 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

第141期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2019年６月10日 4,431 － 31,434.23 － － － 96.1 

６月末 4,535 2.3 32,298.63 2.7 － － 96.6 

(期  末)        

2019年７月10日 4,592 3.6 32,831.96 4.4 － － 96.2 

第142期 

(期  首)        

2019年７月10日 4,567 － 32,831.96 － － － 96.2 

７月末 4,579 0.3 32,890.36 0.2 － － 96.7 

(期  末)        

2019年８月13日 4,355 △4.6 31,441.75 △4.2 － － 96.3 

第143期 

(期  首)        

2019年８月13日 4,330 － 31,441.75 － － － 96.3 

８月末 4,311 △0.4 31,345.95 △0.3 － － 96.8 

(期  末)        

2019年９月10日 4,439 2.5 32,215.66 2.5 － － 96.3 

第144期 

(期  首)        

2019年９月10日 4,414 － 32,215.66 － － － 96.3 

９月末 4,394 △0.5 32,274.60 0.2 － － 97.0 

(期  末)        

2019年10月10日 4,405 △0.2 32,343.13 0.4 － － 96.1 

第145期 

(期  首)        

2019年10月10日 4,380 － 32,343.13 － － － 96.1 

10月末 4,519 3.2 33,390.89 3.2 － － 96.7 

(期  末)        

2019年11月11日 4,503 2.8 33,355.04 3.1 － － 96.2 

第146期 

(期  首)        

2019年11月11日 4,478 － 33,355.04 － － － 96.2 

11月末 4,418 △1.3 32,946.41 △1.2 － － 96.5 

(期  末)        

2019年12月10日 4,449 △0.6 33,177.82 △0.5 － － 96.1 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

運用経過
第141期～第146期：2019年６月11日～2019年12月10日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

参考指数：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第141期首 4,431円
第146期末 4,424円
既払分配金 150円
騰 落 率 3.3％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ3.3％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

債券の利子収入を獲得したことなどが基準価額の上昇要因となり
ました。

上昇要因

ブラジルレアルなどが対円で下落したことなどが基準価額の下落
要因となりました。

下落要因

三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

第141期～第146期：2019年６月11日～2019年12月10日

投資環境について

債券市況
新興国通貨建て債券市況（現地通貨建て
ベース）は、当作成期首に比べ上昇しま
した。
債券利子収入や新興国の金利低下などを
背景に、新興国通貨建て債券市況は上昇
しました。国別で見ると、トルコでは、
消費者物価指数（ＣＰＩ）の低下等を受
け、中央銀行が複数回利下げを行ったこ
と等を背景に金利は低下しました。一方、
南アフリカでは、同国国営電力会社の経
営難等を背景に金利は上昇しました。

為替市況
新興国通貨は全体として対円で下落しま
した。
通貨別にみると、ブラジルレアルは、隣
国のアルゼンチンの政治情勢をきっかけ
とした金融市場の混乱等の影響により、
対円で下落しました。ロシアルーブルは、
サウジアラビアの石油施設が攻撃された
ことに端を発する原油高等を背景に、対
円で上昇しました。

国内短期金融市場
無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。
当作成期の短期金融市場をみると、日銀
は長短金利を操作目標として金融市場調
整を行いました。コール・レート（無担
保・翌日物）はマイナス圏で推移し、
2019年12月10日のコール・レートは
－0.008％となりました。

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券
ファンド（毎月決算型）
投資信託証券である新興国現地通貨建債
券ファンド Ｆ（適格機関投資家専用）へ
の投資を通じて、新興国通貨建て債券を
高位に組み入れるとともに、マネー・
マーケット・マザーファンド投資信託証

券を一部組み入れた運用を継続しました。

新興国現地通貨建債券ファンド Ｆ
（適格機関投資家専用）
資産別組入比率の推移
高い利子収入の獲得と中長期的な値上が
り益の獲得をめざし、新興国現地通貨建

三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

債券マザーファンドを通じて、実質的に
新興国10ヵ国の国債などを高位に組み入
れました。

国別配分戦略
当作成期では、構造改革の継続が期待さ
れ、アジア地域内で相対的に利回りが高
く投資魅力度が高いと考えられるインド
ネシアや、中南米地域では潤沢な外貨準
備等を背景に、経済ファンダメンタルズ
が相対的に安定していると考えられるペ
ルーなどを中心に組み入れました。

金利戦略
金利変動による影響を抑制するため、短
中期債を中心に投資を行った一方、ペ
ルーなど一部の国については、リスク・
プレミアムの観点から魅力的であると考
えられる長期ゾーンの債券に投資しまし
た。

マネー・マーケット・マザーファンド
コール・ローン等短期金融商品を活用し、
利子等収益の確保を図りました。

第141期～第146期：2019/６/11～2019/12/10

当該投資信託のベンチマークとの差異について

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算しています。

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。上記のグラフは当ファンドの
基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭ グローバル ダイバーシファイド（円換算ベース）です。

（％）

－6.0
－5.0
－4.0
－3.0
－2.0
－1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0

第141期
2019/６/10  ～ 
2019/７/10

第142期
2019/７/10 ～ 
2019/８/13

第143期
2019/８/13 ～ 
2019/９/10

第144期
2019/９/10 ～ 
2019/10/10

第145期
2019/10/10 ～ 
2019/11/11

第146期
2019/11/11 ～ 
2019/12/10

ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第141期

2019年６月11日～
2019年７月10日

第142期
2019年７月11日～
2019年８月13日

第143期
2019年８月14日～
2019年９月10日

第144期
2019年９月11日～
2019年10月10日

第145期
2019年10月11日～
2019年11月11日

第146期
2019年11月12日～
2019年12月10日

当期分配金
（対基準価額比率）

25
（0.544％）

25
（0.574％）

25
（0.563％）

25
（0.568％）

25
（0.555％）

25
（0.562％）

当期の収益 21 17 19 17 18 14

当期の収益以外 3 7 5 7 6 10

翌期繰越分配対象額 265 258 252 245 239 228

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券
ファンド（毎月決算型）
投資信託証券への投資を通じて新興国通
貨建て債券を高位に組み入れた運用を行
うとともに、一部、マネー・マーケッ
ト・マザーファンド投資信託証券の組み
入れを維持し、毎月の安定した分配をめ
ざしていく方針です。

新興国現地通貨建債券ファンド Ｆ
（適格機関投資家専用）
新興国の現地通貨建て債券に投資し、高
い利子収入の獲得と中長期的な値上がり
益の獲得をめざします。
新興国では、中間層や富裕層の拡大を通
じた消費市場の成長が期待できることな
どから、中長期的に内需主導の相対的に
高い経済成長が見込まれます。現地通貨
建て新興国債券市場については、世界的
な中央銀行による金融緩和政策等を背景
に、低金利環境の長期化が想定される中、
主要先進国と比較して新興国の金利水準
が相対的に高いことから、中長期的には
相対的に高水準の利子収入の獲得が期待
できると見ています。ただし、米中貿易
摩擦や選挙等の政治イベントをきっかけ
としたボラティリティの高まりには引き
続き注視が必要であると考えています。

マネー・マーケット・マザーファンド
物価は緩やかに上昇していくと予想して
いますが、日銀の物価目標である２％に
は届かないと思われます。したがって、
今後も金融緩和政策が継続すると想定さ
れることから、短期金利は低位で推移す
ると予想しています。以上の見通しによ
り、コール・ローンおよびＣＰ現先取引
等への投資を通じて、安定した収益の確
保をめざした運用を行う方針です。

三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

2019年６月11日～2019年12月10日

１万口当たりの費用明細

項目
第141期～第146期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 21 0.479 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (6) (0.131) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (15) (0.326) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (1) (0.022) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 21 0.481

作成期中の平均基準価額は、4,454円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.03％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 2.03

①当ファンドの費用の比率 （％） 0.96

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.86

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.21

運用管理費用以外
0.21％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.04％

運用管理費用
（投信会社）
0.26％

投資先
ファンド
1.07％

当ファンド
0.96％

運用管理費用
（販売会社）
0.65％運用管理費用

0.86％

総経費率
2.03％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年６月11日～2019年12月10日) 

 

 

銘 柄 
第141期～第146期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
新興国現地通貨建債券ファンド Ｆ（適格機関投資家専用） 54,289 24,200 142,097 62,700  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月11日～2019年12月10日) 

 

＜三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）＞ 

区       分 

第141期～第146期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 24 24 100.0 62 62 100.0 

 
 
 

＜マネー・マーケット・マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月10日現在) 

 

銘 柄 
第140期末 第146期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

新興国現地通貨建債券ファンド Ｆ（適格機関投資家専用） 2,796,196 2,708,388 1,205,233 96.1 

合 計 2,796,196 2,708,388 1,205,233 96.1 
 

（注） 比率は三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

  

投資信託証券 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

 

銘 柄 
第140期末 第146期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 2,280 2,280 2,322 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年12月10日現在) 

項 目 
第146期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,205,233 95.5 

マネー・マーケット・マザーファンド 2,322 0.2 

コール・ローン等、その他 54,356 4.3 

投資信託財産総額 1,261,911 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第141期末 第142期末 第143期末 第144期末 第145期末 第146期末 

2019年７月10日現在 2019年８月13日現在 2019年９月10日現在 2019年10月10日現在 2019年11月11日現在 2019年12月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 1,328,281,335   1,256,380,577   1,267,678,229   1,252,614,897   1,278,676,545   1,261,911,193   

 コール・ローン等 58,054,964   47,504,995   54,164,991   48,021,367   55,838,526   47,256,034   

 投資信託受益証券(評価額) 1,267,904,304   1,197,253,515   1,211,191,171   1,194,171,463   1,220,515,952   1,205,233,092   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 2,322,067   2,322,067   2,322,067   2,322,067   2,322,067   2,322,067   

 未収入金 －   9,300,000   －   8,100,000   －   7,100,000   

(B) 負債 10,076,456   12,782,426   9,434,920   9,400,798   9,680,857   8,050,187   

 未払収益分配金 7,216,226   7,179,932   7,127,164   7,096,101   7,084,148   7,085,418   

 未払解約金 1,839,182   4,444,629   1,400,881   1,314,158   1,513,930   －   

 未払信託報酬 1,017,425   1,153,792   903,705   987,170   1,078,984   961,492   

 未払利息 116   44   98   15   125   10   

 その他未払費用 3,507   4,029   3,072   3,354   3,670   3,267   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,318,204,879   1,243,598,151   1,258,243,309   1,243,214,099   1,268,995,688   1,253,861,006   

 元本 2,886,490,681   2,871,973,168   2,850,865,834   2,838,440,753   2,833,659,363   2,834,167,570   

 次期繰越損益金 △1,568,285,802   △1,628,375,017   △1,592,622,525   △1,595,226,654   △1,564,663,675   △1,580,306,564   

(D) 受益権総口数 2,886,490,681口 2,871,973,168口 2,850,865,834口 2,838,440,753口 2,833,659,363口 2,834,167,570口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 4,567円 4,330円 4,414円 4,380円 4,478円 4,424円 
 
 

 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第141期 第142期 第143期 第144期 第145期 第146期 

2019年６月11日～ 
2019年７月10日 

2019年７月11日～ 
2019年８月13日 

2019年８月14日～ 
2019年９月10日 

2019年９月11日～ 
2019年10月10日 

2019年10月11日～ 
2019年11月11日 

2019年11月12日～ 
2019年12月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 6,396,179   6,129,675   5,764,087   6,031,881   5,423,646   5,144,632   

 受取配当金 6,398,834   6,132,386   5,766,016   6,033,334   5,424,848   5,145,939   

 受取利息 －   －   24   66   －   50   

 支払利息 △        2,655   △        2,711   △        1,953   △        1,519   △        1,202   △        1,357   

(B) 有価証券売買損益 41,067,047   △   65,776,093   26,053,586   △    7,497,568   30,609,014   △   12,454,891   

 売買益 41,179,708   194,827   26,122,226   26,947   30,744,311   27,316   

 売買損 △      112,661   △   65,970,920   △       68,640   △    7,524,515   △      135,297   △   12,482,207   

(C) 信託報酬等 △    1,020,932   △    1,157,771   △      906,777   △      990,524   △    1,082,654   △      964,759   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 46,442,294   △   60,804,189   30,910,896   △    2,456,211   34,950,006   △    8,275,018   

(E) 前期繰越損益金 △1,065,508,203   △1,018,954,802   △1,075,793,062   △1,045,116,863   △1,050,584,436   △1,020,660,764   

(F) 追加信託差損益金 △  542,003,667   △  541,436,094   △  540,613,195   △  540,557,479   △  541,945,097   △  544,285,364   

 (配当等相当額) (     21,457,941)  (     21,466,261)  (     21,460,878)  (     21,478,047)  (     21,547,272)  (     21,652,293)  

 (売買損益相当額) (△  563,461,608)  (△  562,902,355)  (△  562,074,073)  (△  562,035,526)  (△  563,492,369)  (△  565,937,657)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,561,069,576   △1,621,195,085   △1,585,495,361   △1,588,130,553   △1,557,579,527   △1,573,221,146   

(H) 収益分配金 △    7,216,226   △    7,179,932   △    7,127,164   △    7,096,101   △    7,084,148   △    7,085,418   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △1,568,285,802   △1,628,375,017   △1,592,622,525   △1,595,226,654   △1,564,663,675   △1,580,306,564   

 追加信託差損益金 △  542,003,667   △  541,436,094   △  540,613,195   △  540,557,479   △  541,945,097   △  544,285,364   

 (配当等相当額) (     21,457,941)  (     21,466,261)  (     21,460,878)  (     21,478,047)  (     21,547,272)  (     21,652,293)  

 (売買損益相当額) (△  563,461,608)  (△  562,902,355)  (△  562,074,073)  (△  562,035,526)  (△  563,492,369)  (△  565,937,657)  

 分配準備積立金 55,241,043   52,646,420   50,591,024   48,212,481   46,204,929   43,208,795   

 繰越損益金 △1,081,523,178   △1,139,585,343   △1,102,600,354   △1,102,881,656   △1,068,923,507   △1,079,229,995   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 2,891,288,329円 

作成期中追加設定元本額 39,644,259円 

作成期中一部解約元本額 96,765,018円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.4424円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は1,580,306,564円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2019年６月11日～ 
2019年７月10日 

2019年７月11日～ 
2019年８月13日 

2019年８月14日～ 
2019年９月10日 

2019年９月11日～ 
2019年10月10日 

2019年10月11日～ 
2019年11月11日 

2019年11月12日～ 
2019年12月10日 

費用控除後の配当等収益額 6,258,551円 4,971,898円 5,599,775円 5,041,356円 5,260,706円 4,179,869円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 21,457,941円 21,466,261円 21,460,878円 21,478,047円 21,547,272円 21,652,293円 

分配準備積立金額 56,198,718円 54,854,454円 52,118,413円 50,267,226円 48,028,371円 46,114,344円 

当ファンドの分配対象収益額 83,915,210円 81,292,613円 79,179,066円 76,786,629円 74,836,349円 71,946,506円 

１万口当たり収益分配対象額 290円 283円 277円 270円 264円 253円 

１万口当たり分配金額 25円 25円 25円 25円 25円 25円 

収益分配金金額 7,216,226円 7,179,932円 7,127,164円 7,096,101円 7,084,148円 7,085,418円 
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三菱ＵＦＪ 新興国通貨建て債券ファンド（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第141期 第142期 第143期 第144期 第145期 第146期 

１万口当たり分配金（税込み） 25円 25円 25円 25円 25円 25円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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